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“うつのみや社協だより”は、　　　　　　　です。よろしくお願い申し上げます。
宇都宮市社協ＨＰ

【お問い合わせ】ボランティアセンター（総合福祉センター８階）電話 636-1285　FAX 634-2870
ホームページもご覧ください。 検 索検 索宇都宮市社協ボラセン

善意銀行善意銀行善意銀行善意銀行 ご協力ありがとうございました。
皆さまのあたたかい善意に心より感謝いたします。
使用済切手やプルタブによる益金は、宇都宮市内の地域福祉活動やボランティア活動の
推進・支援に活用させていただきます。令和３年５月～令和３年７月　 寄附順・敬称略

預託者名 預託品等 預託者名 預託品等

佐々木　隆博

ゆたか団地自治会　豊寿会
明治安田生命　宇都宮北営業所
やきやきやお客様一同
から揚げ　マルキュウ商店
藤田　洋
国谷　広
㈱大正光学
報恩寺
金山　昭夫

使用済切手、使用済バス・
テレフォンカード

プルタブ
使用済切手
５５，７００円
使用済切手、プルタブ
プルタブ
使用済切手
使用済切手、プルタブ
お茶
プルタブ、はがき

匿名
栃木県退職公務員連盟宇都宮支部

㈱栃木銀行（２回）

東洋羽毛北関東販売㈱
小林　寛
宇都宮地域クボタ会
メットライフ生命　宇都宮A・O
田口　宣子
ガールスカウト栃木県第３団

２，０００円
タオル 1,410本

アルファ米 105食、使用済
切手、プルタブ

ハンドスプレー、使い捨てマスク
お米 120ｋｇ
タオル 158本、石鹸 6個
プルタブ
お手玉（新品）
使用済切手

○ 災害時の心構えについて
　（市危機管理課）
○ 災害ボランティアについての

講話（ボランティアセンター）

災害時に助け合えるよう、障
がいへの理解（視覚障がい・聴
覚障がい・身体障がい）につい
ての講話と体験

災害時における高齢者への
生活支援についての講話
（日本赤十字社栃木県支部）

災害ボランティアセンタ
ーの機能と役割について
の講話（栃木県社会福祉
協議会）とロールプレイン
グ

▲アルファ米試食　 ▲伝えてみよう体験（聴覚障がいの理解） ▲少量のお湯でホットタオルを作成

▲災害ボランティアセンターでのボランティア体験

災害福祉救援ボランティア養成講座

災害ボランティアフォローアップ講座

うつのみや
令和3年10月1日 発行

社会福祉法人
宇都宮市社会福祉協議会
宇都宮市中央1丁目1番15号
宇都宮市総合福祉センター内
電 話 028－636－1215㈹
FAX 028－638－9856　

検 索検 索宇都宮市社会福祉協議会

http://www.utsunomiya-syakyo.or.jp

182号編集発行

◆赤い羽根共同募金は「じぶんの町を良くするしくみ」として、栃木県内でお寄せいただいた募金が、宇都宮市内
をはじめ、県内の社会福祉施設・団体や地域の社会福祉事業等に配分されています。

◆集められた募金の一部は災害時に備えて積み立てられており、被災された方々の生活を支援するための災害ボ
ランティアセンター運営等に役立てられています。

◆歳末たすけあい募金は、共同募金運動の一環として行われる募金です。皆さまからお寄せいただいた募金は、宇
都宮市内で支援を必要とする方々のために、年末年始に行う地域福祉事業や、障がいのある方が働く作業所な
どの福祉施設での行事など、地域に密着した福祉活動に配分され、役立てられています。

ボランティアセンターでは、過去の災害の状況を振り返るとともに、災害発生時の被害を減
らす意識（減災意識）の向上と実践につなげること、さらには災害時に活動するボランティアの
養成を目的に「災害福祉救援ボランティア養成講座」を開催しています。

「災害福祉救援ボランティア養
成講座」のステップアップとして、
講話やロールプレイングを通して
災害ボランティアセンター開設時
の役割を学ぶことを目的とした

「災害ボランティアフォローアップ
講座」を開催しました。
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運動期間

１０月１日～３月３１日

6/12
（1日目）

6/19
（2日目）

6/26
（3日目）

（日曜日）

7/18
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▲南部ブロック▲南部ブロック 東部ブロック
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▲北部ブロック▲北部ブロック 西部ブロック
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▲

皆さまのあたたかい善意に心より感謝いたします。
ぎんなん基金は地域福祉事業に活用させていただきます。

今年度は新型コロナウイルス感染症対策のため、ブロック別に開催しました。20年表彰、10年表彰、委嘱状
の交付を行いました。受賞された皆さま、誠におめでとうございます。

フードドライブとは、家庭で余っている食品等を職場等に持ち寄り、それらをまとめて
フードバンクや地域の福祉団体・施設等に寄贈する活動です。
宇都宮市では、市役所本庁舎で通年受付を実施していますので、ぜひご協力ください。
●受付日時：宇都宮市役所本庁舎開庁日（土日祝日除く）8時30分～17時15分
●受付場所：宇都宮市役所本庁舎12階　ごみ減量課窓口
●受付食品：常温保存が可能な未開封の食品で、賞味期限まで２カ月以上あるもの
　　　　　　　（乾麺、缶詰、レトルト食品、調味料、飲料など）

ぎんなん基金ぎんなん基金ぎんなん基金ぎんなん基金 ご協力ありがとうございました。

【お問い合わせ】総務企画課（総合福祉センター1階）    電話636-1215　FAX638-9856 

令和３年６月1日 ～ ８月１7日

寄　附　者　（団　体） 金額（円）

清島 武雄

清島 康伸

宇都宮仏教会

㈲匠堂宇都宮 栃木美術倶楽部

金山 昭夫

５０，０００

５０，０００

３０，０００

２０，０００

１，８５０

１１，１５３

２３，６６８

３０，０００

78，０27

サンユー上河内店お客様一同

アピタ宇都宮店

栃木シニアチアダンスチームSHINY☆SMILE

匿名（５件）

寄　附　者　（団　体） 金額（円）

寄附順・敬称略

たすけあい募金運動
今年も皆さまの温かいご支援とご協力をお願いいたします。

赤い羽根共同募金運動

赤い羽根共同募金

募金の主な活用先～令和２年度に実施された配分事業の一例をご紹介します～

１０月１日から全国一斉に共同募金運動が行われます。地域住民の皆さまや企業・団体の皆さまな
ど、毎年大勢の方々にご協力いただき、また、たくさんのボランティアの皆さまによって支えられていま
す。　

皆さまの温かい心が込められた募金は、高齢者や障がいのある方、児童・青少年の支援活動などのほ
か、誰もが地域で安心して暮らすための福祉のまちづくり活動などにも役立てられています。

社会福祉法人幸倫会・陽西保育園

保育園の園庭排水設備の整備に
～安心して遊べるようになりました～

令和２年度に宇都宮市内でお寄せいただいた募金
赤い羽根共同募金 ３３,８０５,４６１円　歳末たすけあい募金 １９,６８３,３１８円

皆さまの温かいご協力に厚くお礼申し上げます。

お弁当とマスクを配付しました。

陽東おもいやり食堂（子ども食堂）
～コロナだからこそ、つながりを大切に～

宇都宮大学まなびの森保育園　本園・分園

ユーファーム御幸ヶ原事業所

利用者の交流事業
～近隣農家の方も招いて～

【お問い合わせ】地域福祉課（総合福祉センター５階） 電話 636-1215　FAX 637-2020
【お問い合わせ】宇都宮市ごみ減量課（市役所本庁舎１２階）電話632-2413 FAX 632-3316

保育園での餅つき交流
～地域住民や留学生と一緒に～

うつのみや社協だより 12

▲

中央ブロック

▲

中央ブロック

ご家庭で余っている食品はありませんか？
「フードドライブ」にご協力下さい！！

歳 末

たすけあい募金歳 末
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らす意識（減災意識）の向上と実践につなげること、さらには災害時に活動するボランティアの
養成を目的に「災害福祉救援ボランティア養成講座」を開催しています。

「災害福祉救援ボランティア養
成講座」のステップアップとして、
講話やロールプレイングを通して
災害ボランティアセンター開設時
の役割を学ぶことを目的とした

「災害ボランティアフォローアップ
講座」を開催しました。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
運動期間

１０月１日～３月３１日

6/12
（1日目）

6/19
（2日目）

6/26
（3日目）

（日曜日）

7/18


